
３期生 土井裕之

氷見観光の現状と
富山県西部６市連携と
さいたま市東日本連携



氷見の観光
の取り組み



ひみ番屋街
●氷見漁港旧魚市場→

氷見フィッシャーマンズワーフ海鮮館→ひみ番屋街

●2000年4月21日オープン

●建設費約10億円、ほとんど民間調達

●市街地商店の出先としての役割



氷見海浜植物園

●1996年（平成8年）開園。

●能登半島国定公園内

松田江浜に位置

●設計：長谷川逸子

せりだした展望台

●展示は海浜植物中心

●２０２１年リニューアル

●植物園をベースに

子供＆大人の遊・学・憩の空間へ

▲氷見海浜植物園ウェブサイトより



「ひみの海探検館」
氷見漁業交流センター
●令和２年にリニューアル。

●体験型に変更

●「寒ブリ」「定置網」

●遊覧船乗り場も



SAYS FARM

●地元魚問屋が立ち上げ

●「日本ワインコンクール
2017」欧州種系白ワイン部
門・金賞

●富山の土地で栽培された
ブドウでワインを醸造。

●富山湾と山の関係が一望
できる場所



富山西部６市連携



高岡のコンビニにて

■本社

●北陸中日新聞…金沢市
（中日新聞北陸本社）
●北國新聞…金沢市
●富山新聞…富山市
●北日本新聞…富山市
▼富山県は新聞の競争が激しい
▼正力松太郎が富山県出身…読売新聞
▼石川県北國新聞系列…富山新聞
▼北日本新聞設立に関わる
北陸新聞をルーツ…北陸中日新聞
（ウィキペディア）

富山西部は金沢方面とエリアが近い



富山県の東西を分ける呉羽丘陵

滝脇梨園ウェブサイトより



富山県西部６市連携
「とやま呉西圏域都市圏ビジョン」
●「環日本海の中核拠点」

・高規格幹線道路

・鉄軌道

・港湾 等広域交通の結節点

●人口規模30万人を維持

（2060年（R42年））



富山西部６市
と金沢との連携を

●金沢は

北陸新幹線効果で独り勝ち

●金沢との交通は便利

「金沢駅－高岡駅」電車４０分

●富山西部６市は金沢と連携の上、

観光客を県境を越えて獲得する。

朝日新聞より



石川・富山エリアと
さいたま市の「東日本連携」で連携を
●さいたま市総合振興計画（2021⁻2031）


